
観
光
危
機
管
理
を
支
援

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
研
、自
治
体
向
け
サ
イ
ト

１２
年
度
営
収
は
１４
％
増
加

阪
急
交
通
社

グ
ル
ー
プ
　

国
内
旅
行
は
１９
％
増
に

日　修　協

教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

８
月
２３
日
、東
京
で

総
取
扱
額
は
１．６
％
減

１０
年
同
月
比
で
は
４．６
％
増
に

三陸鉄道

お
座
敷
列
車
を
運
行

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」に
も
登
場ＨＩＳ、チャーター

成田、関西から
バンコク１万円

日　旅

国
内
、海
外
と
も
増
加

４月分

（３） 第２７０８号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）６月２２日（土曜日）

欹
観
光
危
機
管
理

考
え
る
プ

ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮の
サ
イ
ト

ゆ
る
キ
櫺
ラ
が
ス
欟
パ
欟

早
特
き
檸
ぷ
を
Ｐ
Ｒ

前
列
左
か
ら
欷
平
林
朗
Ｈ
Ｉ

Ｓ
社
長
欷林
修
さ
ん
欷ハ
蘖
ク

・
ア
ザ
ド
櫚
ル
Ａ
Ａ
Ａ
社
長

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
歉
日

比
野
健
社
長
歐
は
炬
日
欷
自

治
体
や
観
光
関
連
事
業
者
な

ど
の
観
光
危
機
管
理
体
制
構

築
の
支
援
を
さ
ら
に
強
化
す

る
た
め
欷
欹
観
光
危
機
管
理

　
考
え
る
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
盜

　
観
光
客
へ
の
災
害
対
策
を

強
化
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
欷
地
域
欷
組
織
に
よ

り
観
光
危
機
管
理
の
体
制
整

備
の
進
捗
に
は
差
が
あ
り
欷

重
要
性
の
有
無
や
基
礎
知
識

の
理
解
か
ら
ス
タ
欟
ト
す
る

組
織
も
少
な
く
な
い
盜
プ
ロ

ジ
櫪
ク
ト
サ
イ
ト
の
立
ち
上

げ
で
欷
よ
り
多
く
の
自
治
体

や
観
光
関
連
事
業
者
な
ど
に

観
光
危
機
管
理
へ
の
理
解
を

深
め
欷
観
光
危
機
管
理
の
体

制
整
備
が
円
滑
に
進
む
よ
う

に
後
押
し
す
る
盜

　
サ
イ
ト
で
は
欷
観
光
危
機

管
理
の
考
え
方
や
取
り
組
み

内
容
に
つ
い
て
の
解
説
を
行

う
ほ
か
欷
セ
ミ
ナ
欟
の
案
内

や
欷
各
地
域
に
お
け
る
観
光

危
機
管
理
の
活
動
状
況
な
ど

を
掲
載
し
て
い
く
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
で

は
欷
昨
年
９
月
か
ら
欹
観
光

危
機
管
理
体
制
構
築
支
援
事

業
飮
を
本
格
的
に
展
開
盜
観

光
危
機
管
理
に
関
す
る
国
際

会
議
の
企
画
運
営
サ
ポ
欟
ト

や
国
内
各
地
で
の
講
演
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
盜

　
サ
イ
ト
立
ち
上
げ
に
合
わ

せ
て
欷
第
１
回
セ
ミ
ナ
欟
・

研
究
会
欹
観
光
地
を
訪
れ
る

観
光
客
の
安
全
を
守
る
た
め

に
飮
も
東
京
で
開
催
す
る
盜

　
会
場
は
千
代
田
区
の
エ
蘖

サ
ム
神
田
ホ
欟
ル
盜
対
象
者

は
自
治
体
観
光
関
連
部
局
職

員
や
観
光
協
会
・
観
光
連
盟

職
員
欷
宿
泊
施
設
・
観
光
施

設
社
員
な
ど
盜
参
加
費
は
無

料
盜
参
加
の
申
し
込
み
は
同

サ
イ
ト
か
ら
盜

　
阪
急
交
通
社
グ
ル
欟
プ

歉
阪
急
交
通
社
欷
阪
急
阪
神

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
欷
阪
急

ト
ラ
ベ
ル
サ
ポ
欟
ト
歐
は
こ

の
ほ
ど
欷
２
０
１
２
年
度
決

算
を
発
表
し
た
盜
営
業
収
益

は
前
年
度
比
炙
・
３
％
増
の

３
４
０
億
８
７
０
０
万
円
欷

営
業
利
益
は
同
２
３
９
・
６

％
増
の
烝
億
５
２
０
０
万
円

だ
檸
た
盜

　
阪
急
交
通
社
の
総
取
扱
額

は
同
灑
・
０
％
増
の
３
８
７

４
億
１
４
０
０
万
円
盜
内
訳

は
国
内
旅
行
が
同
炬
・
６
％

増
の
１
２
９
４
億
１
４
０
０

万
円
欷
海
外
旅
行
は
同
８
・

９
％
増
の
２
５
７
５
億
９
３

０
０
万
円
欷
外
国
人
旅
行
は

同
１
７
３
・
８
％
増
の
４
億

７
０
０
万
円
で
欷
す
べ
て
の

部
門
で
前
年
実
績
を
上
回
檸

た
盜

　
国
内
旅
行
に
つ
い
て
は
欷

欹
震
災
の
影
響
か
ら
回
復

し
欷
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
欟
の

開
業
欷
逆
回
り
に
よ
る
四
国

八
十
八
カ
所
巡
り
の
商
品
展

開
に
加
え
欷
円
安
に
よ
る
国

内
旅
行
へ
の
回
帰
に
よ
り
欷

取
扱
額
欷
集
客
数
と
も
前
年

水
準
を
超
え
欷
好
調
な
結
果

に
な
檸
た
飮
と
し
て
い
る
盜

　
ま
た
欷
今
後
の
見
通
し
で

は
欹
出
雲
大
社
欷
伊
勢
神
宮

の
遷
宮
に
よ
り
集
客
増
が
見

込
め
欷
北
海
道
や
沖
縄
の
長

距
離
方
面
も
復
調
し
て
お

り
欷
堅
調
に
推
移
し
そ
う
だ
飮

と
い
う
盜

　
な
お
欷
募
集
型
企
画
旅
行

の
取
扱
人
数
は
国
内
が
同
炙

％
増
の
約
２
９
９
万
人
欷
海

外
は
前
年
並
み
の
約
狠
万
人

だ
檸
た
盜

　
日
本
修
学
旅
行
協
会
は
８

月
烋
日
欷
灣
年
度
欹
第
９
回

教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
飮

を
東
京
都
墨
田
区
の
江
戸
東

京
博
物
館
で
開
く
盜
主
題
は

欹
教
育
旅
行
を
め
ぐ
る
ニ
欒

欟
ツ
欟
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課

題
飮
盜

　
近
年
欷
大
き
く
注
目
さ
れ

て
い
る
産
業
観
光
や
街
道
観

光
欷
グ
リ
欟
ン
ツ
欟
リ
ズ
ム
欷

ジ
オ
ツ
欟
リ
ズ
ム
欷
ヘ
ル
ス

ツ
欟
リ
ズ
ム
欷
ス
ポ
欟
ツ
ツ

欟
リ
ズ
ム
な
ど
の
ニ
欒
欟
ツ

欟
リ
ズ
ム
と
教
育
旅
行
と
の

関
係
に
つ
い
て
欷
そ
の
現
状

と
今
後
の
課
題
な
ど
を
幅
広

く
議
論
す
る
盜

　
パ
ネ
ル
デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖

ン
の
参
加
者
は
欷
竹
内
秀
一

・
東
京
都
立
石
神
井
高
等
学

校
長
欷
前
田
勉
・
大
阪
青
凌

高
等
学
校
入
試
広
報
部
相
談

役
欷
元
大
阪
府
公
立
中
学
校

長
会
会
長
欷
米
田
徹
・
新
潟

県
糸
魚
川
市
長
欷
日
本
ジ
オ

パ
欟
ク
ネ
蘖
ト
ワ
欟
ク
理
事

長
欷
丁
野
朗
・
日
本
観
光
振

興
協
会
常
務
理
事
・
総
合
研

究
所
長
欷
須
田
寛
・
東
海
旅

客
鉄
道
相
談
役
欷
出
口
高
靖

・
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
櫪
ク
ト
研
究
会
事
務
局

長
の
６
人
を
予
定
盜
日
本
修

学
旅
行
協
会
の
河
上
一
雄
理

事
長
が
コ
欟
デ
檪
ネ
欟
タ
欟

を
務
め
る
盜

　
参
加
費
は
１
人
２
千
円
盜

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に

は
欷
懇
親
会
を
兼
ね
た
情
報

交
換
会
も
開
く
盜

　
申
し
込
み
は
同
協
会
欹
教

育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
飮
係
欷

甘
０
３
歉
５
６
４
０
歐
８
０

６
１
ま
で
盜

　
岩
手
県
の
三
陸
海
岸
を
走

る
三
陸
鉄
道
は
こ
の
ほ
ど
欷

夏
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
欹
お
座

敷
列
車
北
三
陸
号
飮
‖
写
真

‖
の
運
行
を
始
め
た
盜
こ
の

列
車
欷
Ｎ
Ｋ
Ｈ
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
欹
あ
ま
ち
檳
ん
飮
に

も
登
場
し
て
お
り
欷
観
光
客

の
人
気
を
集
め
そ
う
だ
盜

　
お
座
敷
列
車
は
久
慈
駅
¥

田
野
畑
駅
間
を
欷
９
月
烋
日

ま
で
の
週
末
や
祝
日
欷
そ
れ

に
７
月
烽
日
か
ら
８
月
瀲
日

の
期
間
は
平
日
も
欷
１
日
１

往
復
運
転
さ
れ
る
盜

　
車
内
は
掘
り
ご
た
つ
式
の

座
席
で
欷
海
鮮
弁
当
を
楽
し

み
な
が
ら
団
ら
ん
の
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
盜
海
女
の
衣
装

を
着
た
社
員
が
ガ
イ
ド
役
と

し
て
乗
り
込
み
案
内
す
る
と

と
も
に
欷
海
鮮
弁
当
の
新
メ

ニ
欒
欟
欹
う
に
丼
飮
歉
税
込

み
１
３
０
０
円
歐
も
販
売
す

る
盜

　
運
賃
は
乗
車
券
が
片
道
９

６
０
円
欷
指
定
席
券
は
同
３

０
０
円
盜
欹
１
日
フ
リ
欟
乗

車
券
歉
１
５
０
０
円
歐
が
お

得
飮
と
同
社
盜
全
席
指
定

歉
１
車
両
燉
席
歐
で
欷
予
約

は
乗
車
日
の
１
カ
月
前
か
ら

受
け
付
け
る
盜
う
に
丼
も
事

前
予
約
が
必
要
盜

　
同
社
は
ま
た
欷
欹
帰
り
の

列
車
ま
で
の
待
ち
時
間
を
利

用
し
て
欷
景
勝
地
・
北
山
崎

や
サ
蘖
パ
船
体
験
も
楽
し
ん

で
飮
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
盜

　
日
本
旅
行
の
今
年
４
月
の

販
売
実
績
は
欷
総
販
売
額
が

前
年
同
月
比
６
・
８
％
増
の

２
８
７
億
１
９
３
６
万
円
だ

檸
た
盜
国
内
旅
行
が
同
２
・

４
％
増
の
１
７
８
億
３
２
１

４
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同
７

・
０
％
増
の
狹
億
２
５
４
万

円
と
欷
と
も
に
前
年
を
上
回

檸
た
盜
国
際
旅
行
も
同
狒
・

１
％
増
の
炯
億
７
２
２
万
円

と
前
年
を
超
え
た
盜

　
国
内
旅
行
の
う
ち
欷
団
体

は
同
８
・
５
％
増
の
燻
億
６

４
２
４
万
円
盜
一
般
団
体

歉
同
８
・
６
％
増
欷
炸
億
８

０
６
４
万
円
歐
欷
教
育
旅
行

団
体
歉
同
８
・
３
％
増
欷
炸

億
８
３
６
０
万
円
歐
と
も
に

前
年
を
上
回
檸
た
盜

　
国
内
企
画
も
同
４
・
５
％

増
欷
爍
億
４
５
７
５
万
円
と

前
年
超
え
盜
自
社
企
画
の
赤

い
風
船
歉
同
６
・
０
％
増
欷

燬
億
５
２
２
３
万
円
歐
は
増

加
盜
他
社
企
画
歉
同
６
・
７

％
減
欷
５
億
９
３
５
２
万
円
歐

は
減
少
し
た
盜

　
Ｊ
Ｒ
券
欷
航
空
券
欷
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計

歉
同
１
・
７
％
減
欷
犢
億
２

２
１
４
万
円
歐
も
増
加
し
た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
歉
同

焙
・
３
％
増
欷
炒
億
４
２
７

８
万
円
歐
が
大
幅
な
伸
び
盜

企
画
歉
同
２
・
６
％
減
欷
煢

億
９
９
７
２
万
円
歐
は
減
少

し
た
が
欷
自
社
企
画
の
マ
蘖

ハ
・
ベ
ス
ト
ツ
ア
欟
歉
同
２

・
９
％
増
欷
焜
億
６
９
３
３

万
円
歐
は
増
加
し
た
盜

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
欷
総

販
が
前
年
同
期
比
４
・
３
％

増
の
１
１
４
３
億
３
６
１
５

万
円
盜
国
内
は
前
年
並
み
の

６
８
８
億
８
９
６
７
万
円
盜

海
外
は
同
７
・
４
％
増
の
４

１
２
億
６
２
９
６
万
円
盜

ス
欟
パ
欟
早
特
き
檸
ぷ

大
阪
｜
熊
本
・
鹿
児
島

Ｊ
Ｒ
西
・
九
州

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
Ｊ
Ｒ
九
州

は
こ
の
ほ
ど
欷
ネ
蘖
ト
予
約

限
定
の
欹
ス
欟
パ
欟
早
特
き

檸
ぷ
　
大
阪
・
新
神
戸
｜
熊

本
・
鹿
児
島
飮
を
発
売
し
た
盜

両
社
の
ネ
蘖
ト
予
約
サ
欟
ビ

ス
で
欷
炙
日
前
に
購
入
す
る

こ
と
で
欷
山
陽
・
九
州
新
幹

線
直
通
列
車
を
利
用
し
て
欷

新
大
阪
｜
熊
本
が
片
道
１
万

２
５
０
０
円
欷
新
大
阪
｜
鹿

児
島
中
央
は
１
万
４
千
円
と

過
去
最
安
の
料
金
で
利
用
で

き
る
盜

　
夏
休
み
や
お
盆
な
ど
繁
忙

期
で
も
購
入
で
き
る
盜
購
入

前
に
指
定
席
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
盜

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
欟
や
Ｔ

Ｄ
Ｒ
な
ど
首
都
圏
観
光
が
好

調
で
欷
関
西
圏
で
も
注
目
が

集
ま
檸
て
い
る
こ
と
か
ら
欷

開
業
３
年
目
を
迎
え
て
い
る

九
州
新
幹
線
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
同
き
檸
ぷ
を
発
売

し
た
盜
熊
本
や
鹿
児
島
か
ら

の
関
西
圏
へ
の
旅
行
需
要
も

喚
起
す
る
盜

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
登
場
で
顕
在
化

し
た
安
値
志
向
の
旅
行
需
要

を
取
り
込
む
ほ
か
欷
比
較
的

時
間
に
余
裕
の
あ
る
シ
ニ
ア

層
や
学
生
な
ど
若
者
旅
行
に

便
利
な
き
檸
ぷ
と
し
て
も
ア

ピ
欟
ル
す
る
盜
発
売
期
間
は

７
月
１
日
か
ら
９
月
炯
日
ま

で
盜
利
用
期
間
は
７
月
炳
日

か
ら
９
月
煥
日
ま
で
盜

　
ま
た
欷
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
欷

駅
窓
口
で
購
入
で
き
る
往
復

タ
イ
プ
の
割
引
き
檸
ぷ
の

欹
大
阪
早
特
往
復
き
檸
ぷ
飮

と欹
神
戸
早
特
往
復
き
檸
ぷ
飮

も
欷
熊
本
発
と
鹿
児
島
中
央

発
で
発
売
す
る
盜

　
今
春
か
ら
販
売
し
て
い
る

欹
ス
欟
パ
欟
早
特
き
檸
ぷ
　

新
大
阪
｜
博
多
駅
飮
は
１
日

に
千
枚
が
利
用
さ
れ
欷
販
売

が
好
調
だ
盜

　
観
光
庁
が
灑
日
に
発
表
し

た
４
月
の
主
要
旅
行
業
爍
社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
歉
速

報
歐
は
欷
総
取

扱
額
４
５
０
１

億
６
１
９
０
万

円
で
欷
前
年
同

月
比
１
・
６
％

減
欷
瀾
年
同
月

比
で
は
４
・
６
％
増
加
し
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
２
・
３
％
増
の
２
８

７
７
億
２
６
０
８
万
円
欷
海

外
旅
行
が
同
９
・
５
％
減
の

１
５
４
３
億
８
３
２
７
万

円
欷
外
国
人
旅
行
が
同
熕
・

７
％
増
の
犢
億
５
２
５
４
万

円
盜
国
内
旅
行
は
３
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
檸
た
盜

　
分
野
別
に
瀾
年
同
月
比
を

見
る
と
欷
国
内
旅
行
は
６
・

１
％
増
欷
海
外
旅
行
は
１
・

１
％
増
欷
外
国
人
旅
行
は
烽

・
１
％
増
だ
檸
た
盜

　
爍
社
中
取
扱
額
の
合
計
が

前
年
を
超
え
た
の
は
烱
社
盜

国
内
旅
行
で
前
年
を
超
え
た

の
は
燵
社
中
欷烽
社
だ
檸
た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
の
前
年
同
月
比
は
３
・

５
％
減
の
１
１
７
５
億
２
４

０
３
万
円
だ
檸
た
盜
国
内
旅

行
が
４
・
０
％
増
の
６
８
６

億
３
３
４
５
万
円
欷
海
外
旅

行
が
灑
・
５
％
減
の
４
８
４

億
９
５
６
９
万
円
欷
外
国
人

旅
行
が
炙
・
９
％
増
の
３
億

９
４
８
９
万
円
だ
檸
た
盜
瀾

年
同
月
比
は
欷
国
内
旅
行
が

８
・
２
％
増
欷
海
外
旅
行
が

９
・
９
％
増
欷
外
国
人
旅
行

が
０
・
３
％
減
で
合
計
で
８

・
９
％
増
だ
檸
た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
欷
前
年
同
月
比
１

・
０
％
減
の
２
９
６
万
８
８

６
４
人
盜
内
訳
は
国
内
旅
行

が
０
・
９
％
増

の
２
６
７
万
６

２
９
５
人
欷
海

外
旅
行
が
烱
・

６
％
減
の
焉
万

９
９
６
１
人
欷

外
国
人
旅
行
が
烱
・
９
％
増

の
２
万
２
６
０
８
人
盜
瀾
年

同
月
比
は
欷
国
内
旅
行
が
４

・
６
％
減
欷
海
外
旅
行
が
５

・
９
％
減
欷
外
国
人
旅
行
が

４
・
３
％
増
で
欷
合
計
で
４

・
７
％
減
少
し
た
盜

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

歉
Ｈ
Ｉ
Ｓ
歐
は
欷
昨
年
灑
月

に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
設
立

し
た
国
際
チ
櫺
欟
タ
欟
便
専

門
会
社
欹
ア
ジ
ア
・
ア
ト
ラ

ン
テ
檪
蘖
ク
・
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
歉
Ａ
Ａ
Ａ
歐
飮
の
概
要
を

発
表
し
た
盜
７
月
か
ら
成
田

・
関
西
¥
バ
ン
コ
ク
を
各
１

日
１
往
復
運
航
し
欷
限
定
数

を
片
道
１
万
円
で
販
売
開
始

し
た
盜

　
チ
櫺
欟
タ
欟
便
と
は
欷
不

定
期
運
航
の
臨
時
便
盜
夏
休

み
な
ど
座
席
の
供
給
が
足
り

な
い
時
期
や
定
期
便
の
運
航

が
な
い
地
域
に
欷
旅
行
会
社

の
依
頼
に
よ
り
飛
ば
す
も

の
盜
レ
ガ
シ
欟
キ
櫺
リ
ア
の

よ
う
に
欷
年
間
を
通
し
て
定

期
便
を
運
航
し
な
い
た
め
欷

オ
フ
シ
欟
ズ
ン
に
下
げ
た
運

賃
を
繁
忙
期
に
上
乗
せ
す
る

こ
と
な
く
欷
安
定
し
た
価
格

で
座
席
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
盜

　
ま
た
タ
イ
は
瀾
月
欷
中
国

は
２
月
と
長
期
休
暇
が
国
に

よ
檸
て
異
な
る
た
め
欷
ニ
欟

ズ
に
合
わ
せ
欷
場
所
や
時
期

を
か
え
て
運
航
を
行
う
こ
と

で
閑
散
期
の
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
る
盜

　
Ａ
Ａ
Ａ
は
日
本
で
は
初
の

国
際
チ
櫺
欟
タ
欟
便
専
門
会

社
と
な
る
盜
欹
欧
米
で
は
す

で
に
普
及
し
て
い
る
飮
と
Ａ

Ａ
Ａ
の
ハ
蘖
ク
・
ア
ザ
ド
櫚

ル
社
長
盜
今
後
タ
イ
を
中
心

に
中
国
欷
韓
国
欷
ロ
シ
ア
欷

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
就
航

す
る
予
定
盜
将
来
的
に
は
ハ

ワ
イ
欷
グ
ア
ム
欷
欧
米
に
も

状
況
を
見
な
が
ら
飛
ば
し
て

い
き
た
と
す
る
盜
当
面
は
ボ

欟
イ
ン
グ
７
６
７
欷
２
機
か

ら
ス
タ
欟
ト
し
欷
５
年
後
に

は
炳
機
に
増
や
す
計
画
だ
盜

　
Ａ
Ａ
Ａ
の
国
籍
は
タ
イ

で
欷
出
資
比
率
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
グ

ル
欟
プ
が
狒
％
欷
タ
イ
で

欹
バ
イ
ヨ
欟
ク
ス
カ
イ
ホ
テ

ル
飮
な
ど
を
経
営
す
る
欷
パ

ン
ラ
欟
ト
・
バ
イ
ヨ
欟
ク
氏

が
残
り
を
出
資
盜
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は

就
航
を
記
念
し
欷
同
ホ
テ
ル

の
ス
イ
欟
ト
ル
欟
ム
に
宿
泊

し
欷
ビ
ジ
ネ
ク
ラ
ス
を
利
用

で
き
る
４
日
間
の
プ
ラ
ン
を

４
万
９
８
０
０
円
で
限
定
販

売
し
た
盜

　
７
月
炸
日
か
ら
９
月
焙
日

は
成
田
¥
バ
ン
コ
ク
欷
７
月

烽
日
か
ら
９
月
烽
日
は
関
西

¥
バ
ン
コ
ク
で
１
日
１
往
復

Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
契
約
で
運
航
し
欷

瀾
月
以
降
は
韓
国
欷
中
国
な

ど
旅
行
会
社
と
契
約
し
運
航

を
行
う
予
定
盜

　
灑
日
に
行
わ
れ
た
概
要
発

表
会
で
は
欷
Ａ
Ａ
Ａ
の
ロ
ゴ

マ
欟
ク
や
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
の
制
服
が
発
表
さ
れ

た
盜
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
東
進

ハ
イ
ス
ク
欟
ル
の
林
修
さ
ん

が
出
席
盜
黒
板
を
使
檸
た
授

業
ス
タ
イ
ル
で
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
プ

ラ
ン
を
説
明
し
た
盜


